
45

低
所
得
者
へ
の
時
限
的
な
保
険
料
・

利
用
料
の
減
額
な
ど
、
市
の
努
力
は
認

め
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
は
、
主
に
年
金
生
活
者
で
、
１

ヵ
月
３
０
０
０
円
の
負
担
は
大
変
厳
し

い
も
の
で
す
。

介
護
保
険
の
基
金
積
立
を
一
部
、
保

険
料
引
き
上
げ
の
抑
制
に
充
て
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
基
準
額
を
現
行
ど
お
り

維
持
す
る
に
は
、
８
０
０
０
万
円
程
度

の
財
源
で
賄
え
ま
す
。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
介
護
基
盤
が

整
え
ば
被
保
険
者
の
負
担
増
に
は
ね
返

る
と
い
う
、
介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の

の
矛
盾
で
あ
り
ま
す
。

せ
め
て
基
準
額
を
引
き
上
げ
な
い
と

い
う
、
い
ま
一
歩
の
努
力
を
求
め
ま
す
。

反
対
討
論
に
お
け
る
反
対
理
由
の
主

な
点
は
、
介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の
に

由
来
す
る
問
題
点
で
あ
り
、
市
の
責
務

と
し
て
は
、
そ
の
努
力
を
反
対
討
論
の

中
で
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
そ
の
努
力
を
肯
定
的
に
受

け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
、

負
担
増
と
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

低
所
得
者
に
配
慮
を
し
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
介
護
保
険
制
度
の
現
状
や
、

応
能
負
担
の
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
正

当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
経
済
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、

市
民
生
活
を
守
る
自
治
体
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
で
す
。
し
か
し
、
本
来
自

治
体
が
担
う
べ
き
仕
事
を
民
間
に
委
託

し
て
、
安
易
に
拡
大
し
て
い
く
流
れ
に

は
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。

①
海
外
派
遣
旅
費
に
つ
い
て
、
友
好
交

流
は
市
民
を
主
体
に
行
う
べ
き
で
あ

り
、
議
会
と
し
て
、
必
要
が
あ
る
と
き

だ
け
代
表
が
行
け
ば
十
分
で
、
最
小
限

度
に
す
べ
き
で
す
。

②
市
内
の
民
間
認
可
保
育
園
に
対
し

て
、
国
・
県
が
行
っ
て
き
た
補
助
金
が
、

人
事
院
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告
に
伴
っ
て
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
の
責
任
と

し
て
、
上
乗
せ
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

③
保
育
園
の
給
食
調
理
業
務
は
、
単
な

る
現
業
で
は
な
く
、
保
育
の
一
環
と
し

て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
一
定

水
準
の
質
の
確
保
の
た
め
に
も
、
直
営

で
行
う
べ
き
で
す
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
限
ら
れ
た

財
源
に
つ
い
て
英
知
を
結
集
し
、
様
々

な
行
政
分
野
に
積
極
的
に
対
応
し
て
お

り
、
大
変
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
反
対
論
者
の
指
摘
の
点
に

つ
い
て
、
見
解
を
申
し
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
姉
妹
都
市
の
交
流
は
、
各
界
・
各
層

の
交
流
を
通
じ
て
、
初
め
て
本
当
の
交

流
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
議
員
も
機
会

が
あ
れ
ば
海
外
へ
行
く
こ
と
は
、
国
際

化
の
中
で
必
要
な
こ
と
で
す
。

②
市
単
独
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
据

え
置
い
て
い
る
こ
と
、
減
額
分
や
職
員

の
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て
、
今
後
考
慮

す
る
と
の
こ
と
、
さ
ら
に
、
補
助
金
全

体
の
予
算
は
、
大
幅
な
伸
び
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
反
対
に
は
当
た
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

③
受
託
事
業
者
の
企
業
努
力
な
ど
で
、

業
務
が
順
調
に
推
移
し
、
評
判
も
大
変

い
い
と
の
こ
と
で
、
行
政
の
ス
リ
ム
化

を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
委
託
を
よ
り

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

委員名（◎＝委員長　　○＝副委員長）　　　　　　　　　　　　　　　※議席順名　　　　　　 称
望月　久晴青木　宏之中島　浩一○伊東　秀浩◎本橋　健造

総 務 常 任 委 員 会
　渡辺　武男　神谷　雄三

庄司　　慎平野　　進秋元　伸之○手塚　静枝◎山崎　雅俊
建 設 常 任 委 員 会

　石井　民雄　永沼　逸郎
奥田　　実秋元　良夫遠藤　英樹○熊木　照明◎岡嵜　郁子

厚 生 常 任 委 員 会
　召田　　均　高橋　秀樹

花井　伸子細井　幸雄斎藤　直子○平野　泰雄◎中名生　隆
文教経済常任委員会

　榎本喜代志　栗原　隆司
平野　泰雄栗原　隆司花井　伸子○山崎　雅俊◎奥田　　実

議 会 運 営 委 員 会
渡辺　武男　神谷　雄三　本橋　健造

中島　浩一秋元　伸之熊木　照明○秋元　良夫◎永沼　逸郎
交 通 環 境 対 策
特 別 委 員 会 望月　久晴庄司　　慎平野　泰雄　平野　　進　斎藤　直子

召田　　均　石井　民雄　奥田　　実
細井　幸雄遠藤　英樹手塚　静枝○神谷　雄三◎渡辺　武男

ま ち づ く り
特 別 委 員 会 栗原　隆司中名生　隆花井　伸子　岡嵜　郁子　伊東　秀浩

榎本喜代志高橋　秀樹　本橋　健造　山崎　雅俊
中名生　隆遠藤　英樹秋元　伸之○本橋　健造◎神谷　雄三議 会 改 革

特 別 委 員 会 召田　　均　高橋　秀樹　望月　久晴
岡嵜　郁子細井　幸雄平野　　進　中島　浩一　秋元　伸之

戸 田 競 艇
組 合 議 会 神谷　雄三秋元　良夫本橋　健造　中名生　隆　花井　伸子

榎本喜代志石井　民雄　高橋　秀樹　永沼　逸郎
伊東　秀浩栗原　隆司斎藤　直子　遠藤　英樹　手塚　静枝蕨 戸 田 衛 生 セ ン

タ ー 組 合 議 会 渡辺　武男奥田　　実望月　久晴　庄司　　慎　山崎　雅俊
神谷　雄三　平野　泰雄　熊木　照明農 業 委 員 会

☆議長　青木　宏之　　☆副議長　秋元　良夫　　☆監査委員　高橋　秀樹

提
出
さ
れ
た
議
案
審
議
の
最
終

段
階
で
、
議
案
に
対
し
て
賛
成
、

反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
「
討

論
」と
い
い
ま
す
。本
定
例
会
の
最

終
日
に
、
次
の
議
案
に
対
し
て
討

論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
共
産
党

望
月
　
久
晴
　
議
員

平
成
会

伊
東
　
秀
浩
　
議
員

平
成
会

遠
藤
　
英
樹
　
議
員

平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算

日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子
　
議
員

高
齢
者
総
合
介
護
福
祉
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

当初予算額会　計　名当初予算額会　　計　　名

861 万 3 千円海 外 留 学 奨 学 事 業76 億 4700 万円国 民 健 康 保 険

46 億 3800 万円老 人 保 健34 億 7000 万円公 共 下 水 道 事 業

499 万 7 千円火 災 共 済 事 業105 万 9 千円学童等災害共済事業

6億 900 万円介護老人保健施設等事業
4億 2176 万 3 千円

中小企業従業員退職金等
福 祉 共 済 事 業 26 億 8900 万円新曽第一土地区画整理事業

19 億 2270 万円介 護 保 険5億 4040 万円医 療 保 健 セ ン タ ー

219 億 7091 万 2千円合　　計1838 万円交 通 災 害 共 済 事 業

特
別
会
計�

特
別
会
計�

一
般
会
計�

一
般
会
計�

歳　入�

　市　　　　　　税�
（223億4056万2千円）�

　国 庫 支 出 金�
　（34億4553万円）�

　繰 入 金�
　　（24億1千円）�

　諸 収 入�
 （20億1005万2千円）�

　市 債�
 （13億8740万5千円）�

　地方消費税交付金�
　　（11億円）�

　そ の 他�
　（40億8645万円）� 　そ の 他 �

 （16億5209万8千円）�

　消 防 費 �
 （15億9966万4千円）�

　公 債 費 �
（19億1729万2千円）�

　教 育 費 �
 （66億3900万3千円）�

　総 務 費 �
 （41億8142万8千円）�

　衛 生 費 �
 （31億6274万7千円）�

　土 木 費 �
 （72億5665万9千円）�

歳　出�

　民 生 費 �
（103億6110万9千円）�

収入源� 支出先�

６０.７％�

９.４％�

６.５％�

５.５％�

３.８％�

３.０％�

１１.１％�

２８.２％�

１９.７％�

１８.１％�

１１.４％�

８.６％�

５.２％�

４.３％�

４.５％�

県 支 出 金

地 方 特 例 交 付 金

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 越 金

分 担 金 及 び 負 担 金

財 産 収 入

地 方 譲 与 税

自動車取得税交付金

利 子 割 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

ゴルフ場利用税交付金

寄 附 金

（３.０％）

（１.９％）

（１.５％）

（１.４％）

（０.８％）

（０.８％）

（０.６％）

（０.５％）

（０.３％）

（０.２％）

（０.１％）

（０.０％）

（０.０％）

商 工 費

議 会 費

諸 支 出 金

労 働 費

予 備 費

農林水産業費

災害復旧費

（１.４％）

（１.１％）

（０.９％）

（０.８％）

（０.２％）

（０.１％）

（０.０％）

●歳入その他の内訳

●歳出その他の内訳

議
会
の
役
職
が
改
選
に
な
り
ま
し
た

議
会
の
役
職
が
改
選
に
な
り
ま
し
た


